
農林⽔産省「筆ポリゴン等のデータを活⽤した病害⾍の総合防除の調査・実証業務」有識者検討会

ファーム・アライアンス・マネジメント「ファームレコーズ」の総合防除に関連した特徴とメリット

データ収集 データ分析

筆ポリゴン・データを活⽤した総合防除のプロセス

ファームレコーズの
特徴

圃場の位置情報から、気象情報の⾃
動取得が可能（実装予定）

圃場ごとに作業履歴の登録が可能。
登録作業内容はカスタマイズできる

栽培計画を⽴てることで登録された作
業履歴から栽培進捗をチャート形式で
表⽰することができる

圃場ごとの栽培履歴をPDF形式で出
⼒可能

圃場ごとに作業指⽰を登録可能

メリット
圃場ごとの作業・収量実績などを元に
次年度の作付計画・防除計画などを作
成。適切な営農管理に活⽤することが
できる

1

2

４

地図上に作業実績を⼀覧で表⽰し、
作付状況も確認できる。作業者や作
業ごとの実績確認も可能

５

・GAP管理（圃場の栽培履歴の抽出
等）や防除指⽰者と対応者に分けた
細かな運⽤が可能
・ユーザー間の情報共有により迅速な
対応が可能となる

圃場に対して病害⾍の被害⾯積と被
害程度を記録することができる

３

ユーザーの⽬的に応じたデータ集取が可
能。また、病害⾍の発⽣情報も登録で
き、より正確な分析ができる

実践⾏動

７

８

地図上に、圃場ごとの病害⾍の発⽣
情報（種別・程度）を表⽰することが
できる（実装予定）

６
予察情報の共有及び現場で収集し

た病害⾍の位置・発⽣情報をユーザー
同⼠で共有可能（ファームチャット）

9
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登録された情報から⾃動で当作の病害⾍の発⽣を予測することができる。

①圃場位置情報とのデータ連携

2

作業の記録時に、圃場の位置情報から天気を⾃動登録
する。（実装予定）

圃場への植付データを起点にした積算の気象情報（温
度・⽇照時間・⾬量）との連携。発⽣可能性の⾼い 病
⾍害を⾃動で把握（実装予定）

注意喚起気象情報

プロセス データ収集 データ分析 実践⾏動

PDCA 短期PDCA ⻑期PDCA
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圃場ごとに作業実績を登録できるため、圃場単位で病害⾍の情報を取集可能である。

②作業実績の登録

3

ユーザーの動線にあわせて地図もしくは作業から選択して作業を登録
することができる

作業に対して紐付ける詳細項⽬は⾃
由にカスタマイズすることができる

地図から登録 作業から登録 作業詳細情報の登録

プロセス データ収集 データ分析 実践⾏動

PDCA 短期PDCA ⻑期PDCA
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病害⾍の登録項⽬を作成することで、必要な病害⾍の種別や被害程度を記録することができる。

③病害⾍発⽣情報の登録

4

病害⾍被害の程度や要因について、より正確な分析が可能となるとともに、
農場全体で病害⾍情報を共有することができる

病害⾍発⽣情報の登録画⾯

プロセス データ収集 データ分析 実践⾏動

PDCA 短期PDCA ⻑期PDCA

住所
圃場名
住所
圃場名

住所
圃場名

住所
圃場名
住所
圃場名

住所
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栽培計画を⽴てることで、防除を含む圃場ごとの作業の進捗状況をチャート形式で確認できる。

④栽培進捗・実績の確認

5

ガントチャート確認画⾯

• 圃場ごとに栽培計画と作業実施⽇が表⽰され、栽培の進捗状況を視覚的に把握できる。
• 防除⽇や散布農薬も表⽰されるため、基幹防除の管理を徹底。
• また、圃場ごとの作業・収量実績などを元に次年度の作付計画も作成でき、適切な営農管理に活⽤することができる

プロセス データ収集 データ分析 実践⾏動

PDCA 短期PDCA ⻑期PDCA

圃場名
圃場名
圃場名
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地図上から作業実績などを確認することができる。

⑤-1計画や作付け実績の振り返り

6

農場管理者などが地図上で作付実績を確認することができるため、
防除を含めた作業進捗を視覚的に管理することができる

プロセス データ収集 データ分析 実践⾏動

PDCA 短期PDCA ⻑期PDCA

• 圃場名
• 反収

• 圃場名
• 反収

• 圃場名
• 反収圃場名
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期間を指定し、作業者の勤務状況・作業状況を確認可能。作業者や作業内容ごとに集計することができる。

⑤-2勤務状況や作業状況の振り返り

7

作業者の勤務状況⼀覧

作業者ごとの勤務状況や作業状況を集計し、確認することで適切な作業管理に⽣かすことができる

プロセス データ収集 データ分析 実践⾏動

PDCA 短期PDCA ⻑期PDCA
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作業履歴の登録情報から、圃場の作物ごとに発⽣している病害⾍情報（種別・程度）をソートして地図上に
表⽰することができる。

⑥発⽣している病害を地図上へ表⽰

8

取集した情報を
ソート

プロセス データ収集 データ分析 実践⾏動

PDCA 短期PDCA ⻑期PDCA

圃場単位で登録された病害⾍情報を農場や部会単位で収
集し、そのなかから病害⾍・程度・作物を指定して絞り込み
（実装予定）

地図上に病害とその病害の被害程度を表⽰することで、
病害が発⽣している圃場（エリア）を重点的に対策
（実装予定）

検索条件絞り込み 地図表⽰
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⽣産情報をPDF形式で出⼒可能である。

⑦⽣産情報の出⼒

9

防除・施肥履歴は記録から⾃動で抽出することができる。様式はGAPで要求される項⽬を網羅しており、
慣⾏栽培基準値の削減割合なども⾃動計算することができる

プロセス データ収集 データ分析 実践⾏動

PDCA 短期PDCA ⻑期PDCA
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圃場ごとに作業指⽰を登録することができる。

⑧作業指⽰の登録

10

WEB管理画⾯

• 圃場ごとに作業内容と作業担当者、指⽰内容を登録することができる
• 作業者に対する情報共有に活⽤でき、防除指⽰→実⾏などに対して管理者と作業者で分けた運⽤ができる

スマホ登録画⾯

プロセス データ収集 データ分析 実践⾏動

PDCA 短期PDCA ⻑期PDCA
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病害⾍防除所の予察情報をWAGRI APIを通じて取得、周知するとともに、収集した病⾍害の
位置・発⽣情報をユーザー同⼠で共有できる。

⑨予察情報及びユーザー間の情報共有（ファームチャット）

11

予察情報の取得・周知

• 予察情報をもとに迅速に防除を実施し、被害を未然に防げる
• 普及指導員は、産地の病害⾍情報等を元に、次作の防除対策を検討できる

プロセス データ収集 データ分析 実践⾏動

PDCA 短期PDCA ⻑期PDCA

ユーザー同⼠の情報共有

知りたい予察情報のみをお気
に⼊り登録してクイックアクセス

予察情報に付随するPDF
ファイルも取得可能

予察情報が更新された際に
はプッシュ通知で迅速に通知

予察情報に対する現場のフィードバック
を共有（発⽣位置、作物、病害名、
発⽣状況、⽇付）


